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第50巻 2 号につきまして下記のとおり訂正願います。

目次 日本公衆衛生学会総会60回記念座談会第 5 回 ………………………………146

P.149右↑16 る。→る，

P.149右↑1 業務課→薬務課

P.150左↑16 保健師→保健婦

P.150右↓2 広田隆雄さん→廣田隆雄さん

P.151左↓11 埼玉県→削除

P.151左↓12 聖城 稔技師→聖成 稔技師

P.151左↓15 それから36年頃，30数名という状態が続いたのですが，

保健婦は大体 6 名位で家庭訪問をやっていました。

→削除
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私が関係している，ある医学系の学会は学会誌として

和文誌と英文誌の両方を持っておりますが，今回，和文

誌に掲載された論文の英語訳を英文誌に投稿してもらう

ように勧めることになりました。英文誌ができて数年し

かたっておりませんので，英文誌を盛り立てようという

のがこの措置の主な理由かと思われます。この当否はさ

ておくとして，近年，医学系の学問の世界では，何につ

けても英文論文が重要視されるようになり，これは社会

医学系でも例外ではありません。研究者・研究機関の業

績評価でカウントされるのは主として英文論文ですし，

学位論文でも英文論文を必須とする大学も少なくないと

思います。同じ社会医学系をみても，衛生学会や産業衛

生学会は英文誌を持っておりますし，疫学会は最初から

英文誌のみです。

本誌の編集委員会でも，英文論文を積極的に受け入れ

ようとか，英文誌（あるいは英文論文のみの号）を発行

しようという意見が出されたことがあり，理事会でも御

検討いただいていると聞いております。英文で国際的に

通用する論文を出すことが至上命令になっている研究者

にとっては，公衆衛生学分野にもわりと気軽に英文論文

を投稿できるような環境があってほしいと思います。一

方，本学会は現場で実践をやっておられる会員も多く，

あまり研究者の都合のみを言って学会誌が多くの会員か

ら遠ざかっていくのも問題があるでしょう。

私個人としては，将来，本誌が英文論文を積極的に受

け入れるようになったとしても，社会医学系ではおそら

く最も多様なバックグラウンドの会員からなる本学会の

特長が生かせるようにする必要があるものと考えていま

す。 (甲斐一郎)

次 号 予 告

原 著

高齢女性の配偶者死別とライフスタイル

………………………………………梅崎 薫，他

地域住民のライフスタイルと精神的健康度との関

連……………………………………渕野由夏，他

診療行為別原価計算に基づく胃がん症例の原価算

出と在院日数・診療報酬との比較

……………………………………飯島佐知子，他

慢性脳血管障害者における心身の障害特性に関す

る経時的研究

リハビリテーション専門病院の入院・退院時比

較……………………………………澤 俊二，他

公衆衛生活動報告

沖縄県の結核患者管理における結核菌遺伝子型同

定の有用性

…………沖縄県結核サーベイランス検討委員会

財結核予防会結核研究所

愛知県における糖尿病予防対策

保健指導者に対する実践的な糖尿病指導者研究

会を開催して………………………津下一代，他

資 料

自立高齢者における老研式活動能力指標得点の変

動

生活機能の個別評価に向けた検討

………………………………………藤原佳典，他
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ワークショップ

公衆衛生看護における人材の育成をめぐって
―保健師教育は年制大学でどこまで可能か―

日 時平成15年 4 月19日（土）午後 1 時30分～4 時30分
場 所国立保健医療科学院大交流会議室（埼玉県和光市南 236）
主 催日本公衆衛生学会「公衆衛生看護のあり方に関する検討委員会（委員長…金川克子）」

1. あいさつ

日本公衆衛生学会理事長 多田羅浩三

2. 報告

司会 平野かよ子（国立保健医療科学院）

1) 保健師教育に関する全国調査報告 金川克子（石川県立看護大学）

2) 保健師の就業の場の拡大について 野村陽子（厚生労働省）

3. ワークショップ

司会 實成文彦（香川医科大学) 村嶋幸代（東京大学）

保健師の基礎教育のすすめ方

1) 大学における保健師教育の課題 津村千恵子（大阪府立看護大学）

2) 1 年課程における保健師教育の課題 福本 恵（京都府立医科大学医療技術短期大学部）

3) 実習を受ける現場からの課題 高橋千枝（岡山県健康福祉部）

4) 就業保健師（卒業生）からの課題 深沢明美（山梨県南部町福祉保健課）

5) 公衆衛生領域から保健師教育に期待するもの 角野文彦（滋賀県長浜保健所）

4. 総合討論

1) 指定発言 大井田隆（日本大学) 池田信子（秋田大学）

参 加定員150名 無料 参加希望される方は，事前に FAX で申し込みください。

連 絡 先日本公衆衛生学会事務局（山崎)

〒1600022 東京都新宿区新宿 1298 TEL : 0333524338 FAX : 0333524605

292 第50巻 日本公衛誌 第 3 号 平成15年 3 月15日


